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第１章	
 治水上の建設事業負担金を違法とする判断の枠組み 

第１	
 審理の対象となる財務会計行為 
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第２	
 河川法６３条にもとづく負担金支払義務の成立要件 

１	
 「著しい利益」の存在 
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２	
 「受益の限度」すなわち利益の具体的把握可能性 
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 納付義務の存否・範囲をめぐる国と県の関係 
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第３	
 一日校長事件最判と本件との関係 

１	
 一日校長事件の最判の射程 
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 一日校長事件と本件との事案の違い 
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第２章	
 治水負担金に関する原判決の批判 

第１	
 はじめに	
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第２	
 法的な判断枠組みを誤っている原判決 

１	
 国土交通大臣の納付通知と，地方公共団体による負担金の支払いとの関係に

ついての原判決の理解の根本的誤り 
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２	
 埼玉県知事による負担金支出命令の違法性の根拠に関する原判決の理解の誤

り 
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３	
 ダム建設計画ないしダム建設自体の違法性と納付命令の関係についての理解

の誤り 

 

 

 

 



22 
 

 

 

 

 

第３章	
 治水上の不必要性―八ッ場ダムは治水上の必要性がないので負担金の支出

は違法である－ 

 

第１	
 利根川水系河川整備基本方針等の策定手続の瑕疵について 

１	
 原判決の判示 
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２	
 原判決の判示が誤りである理由 
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第２	
 八斗島における基本高水のピーク水量について 

１	
 原判決の判示 

２	
 基本高水のピーク流量について 
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３	
 計画規模の洪水があっても八斗島地点には１万６７５０㎥／Ｓしか流れな

いことについて 

 



34 
 

 

４	
 基本高水流量「八斗島地点２万２０００㎥／Ｓ」が過大であることについて 

 



35 
 

 



36 
 



37 
 

 

 

8,290 3/sec 6,790 3/sec 1,380 3/sec

15110 3/sec 9 15 8  

13,220 3/sec

14,680 3/sec

 



38 
 

14,470 3/sec

1,000 3/sec

500 3/sec

14,460 3/sec  

13,040 3/sec

13,180 3/sec  

22 9

15,000 3/sec 14,500 3/sec 13,000 3/sec

 

17000 3/

32km 51km

17000 /

3000 /

 



39 
 



40 
 



41 
 



42 
 

 



43 
 



44 
 



45 
 



46 
 



47 
 



48 
 



49 
 

 

５	
 あり得ない国土交通省の新氾濫報告  
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６	
 流出計算モデル（貯留関数法）及び総合確率法による計算が非科学的である

ことについて 
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７	
 森林土壌が有する貯留効果について 
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８	
 日本学術会議による「八斗島地点２万２０００㎥／Ｓ」の検証について 
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９	
 関准教授の鑑定計算結果―推計ピーク流量は毎秒１万６６００㎥程度 
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流域

面積

一次

流出率

飽和

雨量

初期

損失

雨量

遅滞

時間

開始

基底

流量

A

(km2)
f1

Rsa

(ｍｍ)

fsa

(国交省)

fsa

(学術会議

谷・窪田)

Ｒ0

(mm)

Ｔｌ

(分)
Ｋ Ｐ

Qb1

(m3/S)

1 165.48 0.4 150 1.0 0.7 12.0 30 7.587 0.528 7.3

2 60.59 0.4 150 1.0 0.7 12.0 50 6.252 0.656 2.7

3 165.77 0.4 150 1.0 0.7 12.0 50 9.480 0.592 7.3

4 103.07 0.4 150 1.0 0.7 12.0 50 9.480 0.592 4.6

5 81.80 0.4 150 1.0 0.7 12.0 50 9.480 0.592 3.6

6 110.19 0.4 150 1.0 0.7 12.0 40 10.591 0.655 4.9

7 79.19 0.4 150 1.0 0.7 12.0 50 9.480 0.592 3.5

8 226.00 0.4 150 1.0 0.7 12.0 50 9.480 0.592 10.0

9 252.05 0.4 150 1.0 0.7 12.0 90 13.487 0.530 11.1

10 161.64 0.4 150 1.0 0.7 12.0 90 13.487 0.530 7.1

11 78.78 0.4 150 1.0 0.7 12.0 90 13.487 0.530 3.5

12 182.31 0.4 150 1.0 0.7 12.0 50 9.480 0.592 8.0

13 144.49 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 6.4

14 269.24 0.4 - 0.4 0.4 14.0 100 29.321 0.305 11.9

15 289.00 0.4 - 0.4 0.4 14.0 100 29.321 0.305 12.8

16 153.20 0.4 - 0.4 0.4 14.0 100 29.321 0.305 6.8

17 38.30 0.4 - 0.4 0.4 14.0 100 29.321 0.305 1.7

18 164.22 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 7.2

19 157.01 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 6.9

20 188.37 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 8.3

21 97.12 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 4.3

22 93.33 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 4.1

23 24.68 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 1.1

24 23.88 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 1.1

25 155.13 0.6 200 1.0 0.7 14.0 30 29.519 0.428 6.8

26 110.02 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 4.9

27 121.39 0.6 200 1.0 0.7 14.0 60 10.765 0.680 5.4

28 165.39 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 7.3

29 43.27 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 1.9

30 190.64 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 8.4

31 158.74 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 7.0

32 201.63 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 8.9

33 75.00 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 3.3

34 94.85 0.4 - 0.4 0.4 14.0 50 35.239 0.300 4.2

35 70.05 0.6 200 1.0 0.7 14.0 40 18.623 0.572 3.1

36 269.56 0.6 130 1.0 1.0 22.0 80 29.976 0.476 11.9

37 53.25 0.6 130 1.0 1.0 22.0 80 29.976 0.476 2.4

38 51.68 0.6 130 1.0 1.0 22.0 80 29.976 0.476 2.3

39 37.50 0.6 130 1.0 1.0 22.0 80 29.976 0.476 1.7

流

域

No

係数
最終流出率
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国国交交省省モモデデルル定定数数	
 	
 

奥奥利利根根・・烏烏川川のの ffssaa をを 00..77	
 	
 

ピピーークク：：2200,,660055 ㎥㎥／／秒秒  
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http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000040333.pdf 
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0.71

fsa

R2 0.81

0.71

fsa=0.7 6,000 10,000
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fsa=0.7

fsa 0.7

fsa=1.0 fsa=0.4

fsa=0.7
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30

33

33

 

　
Ｓ33
(1958)

Ｓ34
(1959)

Ｓ56
(1981)

Ｓ57-7
(1982)

Ｓ57-9
(1982)

Ｈ10
(1998)

Ｈ11
(1999)

Ｈ13
(2001)

Ｈ14
(2002)

Ｈ19
(2007)

Ａ	
 	
 実績流量　 9,504 8,701 7,164 8,220 8,005 9,710 5,507 6,557 5,980 8,126

Ｂ　国交省計算
（飽和雨量可変）

8,766 8,943 7,776 7,981 8,843 9,613 6,823 5,179 5,349 8,711

Ｃ	
 	
 当方計算（S33年
の飽和雨量で固定）

9,467 8,702 8,621 8,157 9,241 11,529 7,325 6,147 6,558 9,228

Ａ／Ｃ 1.00 1.00 0.83 1.01 0.87 0.84 0.75 1.07 0.91 0.88
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10	
 行政庁（国土交通大臣）に対する訴訟参加申立等について 
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第３	
 八ッ場ダムの治水効果について 

１	
 原判決の判示 
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２	
 最大流入量毎秒３９００立方メートルについて 

３	
 八ッ場ダムなしでもカスリーン台風洪水に対応可能であること 
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４	
 国土交通省もカスリーン台風洪水が再来した場合における八ッ場ダムの治水

効果がゼロであることを認めていること 
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５	
 ２倍以下の引き伸ばし率の洪水における八ッ場ダムの効果 
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１) 11995588//99//1166  24,341 2,718 164 

２) 11996666//66//2266  23,745 1,573 1 

３) 11994499//88//2299  22,961 195 224 

４) 11994477//99//1133  22,170 1,749 0 

５) 11995599//99//2244  18,885 1,394 1,369 

６) 11994488//99//1144  17,524 1,021 115 

７) 11997722//99//1144  16,840 988 1,039 
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８) 11995599//88//1122  16,607 942 1,487 

９) 11993377//77//1144  14,904 698 85 

１０) 11994455//1100//33  12,828  1,195 846 

１１) 11995500//77//2277  10,674 642 182 

１２) 11996611//66//2266  8,718  506 535 

20,384 1,323 551  

６	
 流域都県においても八ッ場ダムの洪水調節効果は殆どない 

 

(186.5 ) (132.5 ) (132.0 )

(122.0 ) (122.0 ) 3 (100.0 )



100 
 

3 (89.0 )

 

 

７	
 八ッ場ダム建設事業の検証に係る検討「費用便益比算定」の内容は非現実的

なものであること 

 
 21,925  

139  
            100  
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             22,163  
          3,417  

             86  
            3,504  

( )   6.3 
 

 

/

1/1 1/2 1/5 1/10 1/30 1/50 1/100 1/200

 

洪水年月
実績３日雨量
（ｍｍ）

観測最大流量
（㎥／秒）

Ｓ２２．９ 309 --
Ｓ２３．９ 207 --
Ｓ２４．８ 201 --
Ｓ３３．９ 172 8,730
Ｓ３４．８ 208 8,280
Ｓ５７．７ 222 7,990
Ｓ５７．９ 214 8,190
Ｈ１０．９ 186 9,220

〔注〕観測最大流量は流量年表による。

1 1 1 200

× ×
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想定する最⼤大流流
量量規模

1/5洪⽔水
まで想定

1/10洪⽔水
まで想定

1/30洪⽔水
まで想定

1/50洪⽔水
まで想定

1/100洪⽔水
まで想定

1/200洪⽔水
まで想定

⼋八ッ場ダムがない
場合 501 1,687 3,748 4,820 6,788 8,643

⼋八ッ場ダムがある
場合 431 1,508 3,242 4,131 5,693 7,300

流流量量規模 1/3 1/5 1/10 1/30 1/50 1/100 1/200

⼋八ッ場ダムがない場合 0 7,516 16,199 45,632 115,177 278,508 463,483

⼋八ッ場ダムがある場合 0 6,464 15,082 36,925 96,435 215,972 426,989
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８	
 まとめ 

第４	
 結論	
 －法の趣旨を軽視し，挙証責任を転換した原判決－ 
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第４章	
 利水に関する原判決の判断基準の誤り 
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,
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４	
 特定多目的ダム法の施行令の改正について 
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４	
 田村教授による裁量審査基準の提示 
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第５章	
 利水上の不必要性－八ッ場ダムは、埼玉県にとって利水上の必要性がない

ので、負担金の支出は違法である－ 

第第１１	
 	
 将将来来のの水水需需要要予予測測（（平平成成 1155 年年予予測測おおよよびび平平成成 1199 年年予予測測））ににつついいてて	
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【【 図図 表表
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23 	
 	
 

【【図図表表６６】】  
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【【図図表表８８】】  
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【【図図表表 1100】】  



137 
 

⼤大阪府⽔水道部による予測⼿手法 今回の実績重視の予測⼿手法

⼀一⼈人⼀一⽇日⽣生活⽤用⽔水
最近10年年間の実績値の時系列列
分析（逆ロジスティク曲線式）に
より、4..5％の減少を予測

都市活動⽤用⽔水
（業務営業⽤用⽔水）

最近10年年間の実績値の時系列列
分析（逆ロジスティク曲線式）等
により、24.6％の減少を予測

最近5年年間の平均値93.4％を
採⽤用

最近5年年間の平均値91.9％を
採⽤用

最近5年年間の平均値87.2％を
採⽤用

最近5年年間の平均値88.4％を
採⽤用

有収率率率

負荷率率率

最近の⽤用途別使⽤用⽔水量量の実績
値が不不明であるので、⼀一⼈人⼀一
⽇日使⽤用⽔水量量を予測。最近10年年
間（2002〜～11年年度度）の実績値
に当てはまる逆ロジスティク曲
線式（飽和値280㍑／⽇日）によ
り、2.8％の減少を予測

使⽤用⽔水量量
（有収⽔水量量）

⼤大阪府の⽔水道⽤用⽔水予測⼿手法と今回の実績重視の予測⼿手法
（基準年年度度から2020年年度度までの変化率率率を⽐比較。基準年年度度：⼤大阪府2007年年度度、埼⽟玉県2010年年度度）

  

【【 図図 表表
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【【 図図 表表
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第第２２	
 	
 保保有有水水源源のの評評価価ににつついいてて	
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（２）利利⽔水安全度度1／10の評価

取⽔水量量ベース 　 　㎥/秒 給⽔水量量ベース 　 　万㎥/⽇日 給⽔水量量ベース 　 　万㎥/⽇日

下久保ダム 2.300 19.3 15.2

草木ダム 0.540 4.5 3.6

奈良俣ダム 0.910 7.6 6.0

農水合理化一次* 2.666 22.3 17.6

農水合理化二次* 1.581 13.2 10.5

渡良瀬遊水池 0.510 4.3 3.4

権現堂調節池 0.433 3.6 2.9

利根川河口堰 1.150 9.6 9.6

埼玉合口二期* 3.700 31.0 24.5

北千葉導水路 2.300 19.3 15.2

利根中央用水* 2.960 24.8 19.6

荒川調節池 2.100 17.6 12.7

浦山ダム 2.930 24.5 17.7

有間ダム 0.700 5.9 4.2

合角ダム 1.000 8.4 6.0

滝沢ダム 3.740 31.3 22.5

1.250 10.5 7.5

6.747 56.5 56.5

37.517 314 255

八ッ場ダム 0.670 5.6 4.4

霞ヶ浦導水事業 0.940 7.9 7.9

39.127 328 267

（１）計画値

埼⽟玉県による⽔水道の保有⽔水源の計画値

〔注１〕　国土交通省への埼玉県の回答「利根川水系及び荒川水系における水資源開発基本計画需給想定調査等について」（平成19年10月

利
根
川

荒
川

新規水源
開発

合計

河川自流水の水利権

地下水

⼩小計
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第第３３	
 	
 農農業業用用水水転転用用水水利利権権のの安安定定性性にに関関すするる判判断断のの誤誤りり	
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第第４４	
 	
 実実績績

重重視視のの 予予測測

をを行行っっ たた場場

合合のの埼埼 玉玉

県県・・水水 道道のの

将将来来のの 水水需需

給給	
 	
 

取⽔水量量ベース 　 　㎥/秒 給⽔水量量ベース 　 　万㎥/⽇日

下久保ダム 2.300 19.4

草木ダム 0.540 4.6

奈良俣ダム 0.910 7.7

農水合理化一次 0.500 4.2

渡良瀬遊水池 0.510 4.3

権現堂調節池 0.433 3.7

利根川河口堰 1.150 9.7

北千葉導水路 2.300 19.4

荒川調節池 2.100 17.7

浦山ダム 2.930 24.8

有間ダム 0.700 5.9

合角ダム 1.000 8.4

滝沢ダム 3.740 31.6

1.250 10.6

20.363 172.066

8.300 70.1

28.663 242.200

農水合理化一次 2.166 18.3

農水合理化二次 1.581 13.4

埼玉合口二期 3.700 31.3

利根中央用水 2.960 25.0

小計 10.407 87.9

39.070 330.138

利
根
川

通
年
水
利
権

〔注１〕　河川水：取水量ベースは埼玉県「長期水需給の見通し」による。給水量ベースは利用量率（給
水量／取水量）を97.8％(2007～2011年度の実績平均）として求めた。

〔注２〕	
 	
 地下水：地盤沈下が沈静化した後の最大取水量（1997年実績）を使用した。一審の嶋津暉之
意見書（甲第３号）26ページによる。

河川自流水の水利権

小計

通年年の⽔水利利権＋地下⽔水

利根川の農業用
水転用水利権

現保有⽔水源の計

地下水

埼⽟玉県・⽔水道の現保有⽔水源

荒
川
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補補論論１１	
 	
 利利根根川川流流域域水水道道のの水水需需給給のの経経過過とと将将来来動動向向おおよよびび渇渇水水のの状状況況変変化化	
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【【図図表表 2233】】  
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(( 図図 表表
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補補論論２２	
 	
 八八ッッ場場ダダムムのの検検証証のの問問題題点点	
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東東京京都都にによよるる  

保保有有水水源源のの  

過過小小評評価価量量 

東東京京都都水水道道のの保保有有水水源源  【【図図表表 3300】】    
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第６章	
 ダムサイトの危険性―八ッ場ダムには，ダムサイト地盤に危険性があり，

このままの建造は許されない－ 

１	
 はじめに 
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２	
 原判決の判断枠組みの誤り 

(1)  

(2)  
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(3)  
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３	
 基礎岩盤の脆弱性について 
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(3)  
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４	
 基礎岩盤の高透水性について 
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５	
 熱水変質帯について 
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６	
 断層の存在 
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７	
 まとめ 

第７章	
 地すべりの危険性－八ッ場ダムには，貯水池地すべりの危険性があり，こ

のままの建造は許されない－ 

１	
 控訴人らの主張の骨子 
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２	
 原判決の判断とこれに対する批判 
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地区名 対策工法　(案) 従来の計画の対策工法

二社平（川原畑） 排土工、押さえ盛土工 押さえ盛土工、捨石工

勝沼（林） 排土工、押さえ盛土工 押さえ盛土工、捨石工

小倉（横壁） 排土工、押さえ盛土工、鋼管杭工 H21迄に実施済

白岩沢（横壁） 排土工、押さえ盛土工 なし

久森沢（林） 押さえ盛土工 なし

久々戸（長野原） 押さえ盛土工 なし

川原畑① 押さえ盛土工 なし

川原畑② 押さえ盛土工 なし

川原湯 押さえ盛土工 なし

横壁 押さえ盛土工 なし

林 押さえ盛土工 なし

川原湯① 杭工 なし

川原湯② 杭工 なし

川原湯③ 杭工 なし

川原湯④ 杭工 なし

長野原 アンカー工 なし

未固結堆積物

代替地安全対策

種別

⼋八ッ場ダム事業検証による新たな地すべり対策と従来の計画

地すべり等対
策

地すべり地形
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４	
 国土交通省が示した新たな地すべり対策の問題点 
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概算工事費
(億円)

二社平 ２

勝沼 18.3

白岩沢 33.9

久森沢 3.9

久久戸 0.4

小計 58.5

川原畑① 2.5

川原畑② 5.7

林 5.7

川原湯 20.2

横壁 17.1

小計 51.2

109.7

地
す
べ
り
地
形

未
固
結
堆
積
物
層

合計

地すべり対策の概算工事費
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第８章	
 八ッ場ダム建設事業における環境影響評価義務違反について 

１	
 原判決の判示 

 

 
２	
 原判決の判示が誤りである理由 
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第９章	
 結論 
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